







































































Investigation of the workshop and tools of Hakata Scissors manufacturers
●  中村滝雄、横田　勝、ペルトネン純子、長柄毅一／富山大学芸術文化学部
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120 富山大学芸術文化学部紀要　第2巻　平成19年12月G E I B U N 0 0 2 :
写真15　鍛造用ハンマー
鍛接・鍛造（穂の成形）に用いるハンマー。
写真17　加飾用の刻印
左から二の字、菱紋、登録商標「宇」印
写真19　銘彫りの道具
木材の上面にある溝に鋏をはめ込み、布の巻いてある
針金で押さえて銘を彫る。針金は足で引っ張って押さ
え込む。（先代の道具）
写真16　当型
座と刃シノギ、ムネシノギの境目を決定するための当
型である。
写真18　銑（三種）
両端のハンドルを手で握り、中央の刃の部分で切削を
行う。（先代の道具）
写真20　磨き台と磨き棒
木台についている金属製の輪に磨き棒の先端を掛けて
支点とする。それを前後移動させて鋏の表面を磨く。
この時「キド」といわれる粉末を用いたと言われる。（先
代の道具）
